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住職　小 原 寿 山　　

● 硬　　筆 … 小学１年生〜小学６年生まで

● 毛　　筆 … 小学4年生〜中学・高校生まで

● 筆あそび … 大人（初心者・書道未経験者歓迎）

● ピ ア ノ … 小学１年生から

＊曜日・時間など相談承ります。
＊お月謝（用品など実費頂きます）
＊教室は仁田原細川内入り口の園田塾
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０９７２−５８−２１９０（正定寺）
０９７２−５８−２３１０（園田塾）
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〈家族みんなで読みましょう〉

◆
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

正
定
寺
の
位
牌
堂
東
面
（
右
）

に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
は
「
弘

法
大
師
空
海
上
人
座
像
」
で
す
。

真
言
宗
を
開
い
た
方
で
す
が
、

「
佐
伯
八
十
八
霊
場
」
が
作
ら
れ

た
時
期
に
合
わ
せ
て
、
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
大
師
講
信
者
に

よ
り
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
南
北
三
間
と
東
西
三
間

半
の
「
不
動
堂
（
通
称
大
師
堂
）」

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
佐
伯

四
国
五
十
六
番
札
所
と
し
て
最
近

は
遍
路
の
参
拝
者
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

空
海
は
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）

六
月
十
五
日
讃
岐
の
国
に
お
生
ま

れ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
幼
名
を

「
真
魚
」
と
い
い
ま
す
。

出
家
さ
れ
た
空
海
は
三
十
一
歳

で
唐
に
渡
り
、
恵
果
和
尚
よ
り

「
遍
照
金
剛
」
の
潅
頂
名
を
授
か

り
ま
し
た
。

「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」

と
お
唱
え
す
る
由
来
で
す
。

歴
代
天
皇
の
厚
い
帰
依
の
も

と
、
真
言
宗
を
広
く
広
め
、
高
野

山
金
剛
峰
寺
で
修
行
を
過
ご
さ

れ
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）
三
月

二
十
一
日
に
六
十
二
歳
で
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。

◆
正
定
寺
の
末
庵

正
定
寺
の
末
庵
記
録
は
、
江
戸

時
代
に
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
古
記

録
に
「
正
定
寺
末
庵
二
十
一
ケ
庵
、

江
戸
官
辺
御
尋
有
之
二
間
三
間
書

出
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
定
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
末

庵
の
記
録
は
、
２
５
０
年
前
の
宝

暦
年
間
に
第
十
世
真
鏡
和
尚
や
１

７
０
年
前
の
天
保
年
間
に
第
十
六

世
珍
宗
和
尚
が
記
し
た
も
の
な
ど

数
冊
が
あ
り
、
新
し
い
も
の
で
は
、

１
３
６
年
前
の
明
治
５
年
当
時
の

東
西
南
北
に
置
か
れ
た
四
庵
の
住

僧
（
庵
主
）
略
歴
な
ど
が
あ
り
ま

す
。仁

田
原
村
・
赤
木
村
・
上
直
見

村
・
下
直
見
村
に
正
定
寺
の
末
庵

が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
神
社
の

数
が
七
十
一
社
・
庵
の
数
が
三
十

一
堂
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
神
社
十
九
社
・
庵
二

十
九
堂
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
本

寺
は
三
ケ
寺
あ
り
、
寶
林
山
正
定

寺
が
二
十
堂
を
有
し
、
他
に
「
無

量
山
専
念
寺
（
浄
土
真
宗
・
大
谷

派
」
が
四
堂
「
東
曄
山
善
正
寺

（
浄
土
真
宗
・
大
谷
派
）」
が
五
堂

を
有
し
て
い
ま
す
。

※
仏
像
の
窃
盗
が
横
行
し
て
い
ま

す
。
仏
殿
か
ら
仏
像
等
が
無
く
な

っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

正定寺の歴史探究
佐伯四国八十八ケ所と正定寺末庵

右
に
記
し
た
末
庵
は
、
宝
暦
年
間
（
１
７
５
１
〜
１
７
６
３
）
に
第
十
世
真
鏡
和
尚
が
墨
筆

し
て
残
し
た
も
の
で
、
事
項
に
あ
る
「
佐
伯
四
国
」
は
大
正
五
年
（
１
９
１
６
）
最
近
に
な
っ

て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
栗
林
の
永
田
庵
は
天
保
十
年
に
神
の
原
に
移
転
さ
れ
栗
林
当
時

の
半
鐘
は
正
定
寺
の
本
堂
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
直
川
の
庵
は
、
正
定
寺
・
専
念
寺
・
善
正
寺
・
養
賢
寺
・
洞
明
寺
な
ど
の
末
庵
で

そ
の
全
て
が
長
年
に
渡
り
地
域
の
信
者
や
住
民
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
正
定
寺
の

末
庵
で
も
大
鶴
の
延
命
庵
や
間
の
毘
沙
門
庵
な
ど
で
は
、
現
在
も
住
民
が
毎
日
ご
仏
飯
を
交
代

で
お
供
え
し
て
数
百
年
変
わ
ら
ぬ
信
心
を
続
け
て
い
ま
す
。

仁
田
原
末
庵

山

号

庵

号

地

区

本

尊

事
　
　
項

１

得
度
山
西
光
庵
杭
野
内
弥
陀
如
来
（
西
方
境
外
仏
像
）
佐
伯
四
国
五
七
番
・
五
五
番
奥
の
院
札
所

２

愛
敬
山
東
光
庵
下
地
郎
薬
師
如
来
（
東
方
境
外
仏
像
）

３

常
得
山
慈
眼
庵
由
来

観
音
菩
薩
第
十
六
世
珍
宗
禅
味
和
尚
閑
居
の
庵

４

證
大
山
無
量
庵
岸
野
上
弥
陀
如
来
当
初
、
四
方
庵
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

５

採
薬
山
醫
王
庵
上
野
地
薬
師
如
来
第
十
三
世
透
隣
祖
寔
大
和
尚
（
再
中
興
開
山
）
閑
居
の
庵

６

宝
盈
山
願
王
庵
黒
沢

地
蔵
菩
薩
（
南
方
境
外
仏
像
）
佐
伯
四
国
五
五
番
札
所

７

大
悲
山
明
眼
庵
湯
野
原
観
音
菩
薩
佐
伯
四
国
五
七
番
札
所
・
五
五
番
奥
の
院
札
所

８

安
楽
山
長
原
庵
長
原

観
音
菩
薩
延
命
庵
と
合
祀

９

長
遠
山
延
命
庵
大
鶴

地
蔵
菩
薩
長
原
庵
と
合
祀

末
庵
外
薬
師
庵
内
水

薬
師
如
来
佐
伯
四
国
五
七
番
奥
の
院
札
所
、
弘
法
大
師
作
伝
の
本
尊
は
焼
失

赤
木
末
庵

１

神
明
山
地
蔵
院
吹
原

地
蔵
菩
薩

２

憐
愍
山
國
清
庵
吹
原

弥
陀
如
来

３

金
剛
山
地
蔵
院
吹
原

地
蔵
菩
薩

４

海
潮
山
観
音
庵
中
津
留
観
音
菩
薩
佐
伯
四
国
五
四
番
札
所

５

遠
離
山
功
休
庵
知
江

観
音
菩
薩

６

常
得
山
心
光
庵
知
江

弥
陀
如
来
佐
伯
四
国
五
三
番
奥
の
院
札
所（
厄
除
大
師
が
安
置
さ
れ
て
い
る
）

７

轉
輪
山
常
光
庵
堂
寺

薬
師
如
来
佐
伯
四
国
五
三
番
札
所
（
本
尊
が
十
一
面
観
音
に
代
わ
る
）

８

吉
祥
山
示
眼
庵
市
屋
敷
観
音
菩
薩
天
保
十
年
に
永
田
庵
と
合
祀

９

福
壽
山
永
田
庵
栗
林

釈
迦
如
来
天
保
十
年
に
清
水
庵
と
合
祀

上
直
見
末
庵

１

光
明
山
清
水
庵
神
野
原
観
音
菩
薩

竹
林
山
観
音
庵
竹
野
下
観
音
菩
薩
（
佐
伯
四
国
五
二
番
札
所
・
江
戸
期
に
は
末
庵
外
で
あ
っ
た
）

下
直
見
末
庵

１

安
穏
山
西
禅
庵
岩
井
戸
弥
陀
如
来

２

善
利
山
護
国
庵
岩
井
戸
毘
沙
門
天
（
北
方
境
外
仏
像
）毘
沙
門
庵
と
改
名
さ
れ
佐
伯
四
国
四
九
番
札
所
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宝暦年間の日牌・月牌記録

嘉永年間と安政年間の末庵記録

天保10年（1839）の永田庵移転記載

◆
過
去
帳

正
定
寺
に
現
存
す
る
最
古
の
過

去
帳
は「
延
宝
二
年（
１
６
７
３
」）

か
ら
の
も
の
で
平
成
二
十
年
（
２

０
０
８
）
年
に
至
る
ま
で
大
切
に

保
存
さ
て
れ
い
ま
す
。

最
初
に
記
さ
れ
た
戒
名
は
寛
永

三
年
（
１
６
２
６
）
十
一
月
十
四

日
に
亡
く
な
っ
た
仁
田
原
幸
八
先

祖
と
在
り
ま
し
た
。

今
か
ら
３
８
２
年
前
で
す
。

最
古
の
過
去
帳
に
は
現
在
の

「
仁
田
原
・
上
直
見
・
下
直
見
・

横
川
・
赤
木
」
な
ど
大
字
で
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
苗
字
は
い
ず

れ
も
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
文
化
年
間
以
降
に
小

字
の
記
載
に
な
り
、
尾
浦
・
屋
形

島
な
ど
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
戒
名
は
、
仏
門
に
入
っ
た

証
し
で
す
。
亡
く
な
っ
て
授
か
る

現
在
の
戒
名
も
大
切
な
ご
先
祖
の

証
で
す
が
、
生
前
の
授
戒
は
仏
教

徒
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な
い
あ
り

が
た
い
も
の
で
、
正
定
寺
で
も
百

二
十
名
を
超
え
る
方
々
が
生
前
授

戒
の
「
血
脈
（
戒
名
）」
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
位
牌
堂

現
在
の
位
牌
堂
に
は
、
檀
信
徒

の
過
去
帳
位
牌
が
各
家
ご
と
に
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
・
元
禄
・
宝
暦
・
明
治
と

四
度
の
本
堂
再
建
の
た
び
に
位
牌

堂
も
移
り
変
わ
り
、
祠
堂
諷
経
が

行
わ
れ
て
「
日
牌
」
や
月
命
日
に

ご
回
向
を
行
う
「
月
牌
」
の
法
要

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
諷
経
料
が
現
在
の
「
護
持
金
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に

は
、
四
間
四
方
の
「
位
牌
回
廊
堂
」

が
本
堂
裏
に
再
建
さ
れ
、
昭
和
四

十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
「
大
師

堂
」
跡
地
に
本
堂
裏
か
ら
位
牌
堂

を
移
転
、
全
て
の
檀
信
徒
が
同
じ

位
牌
を
念
願
と
し
て
、
観
音
さ
ま

の
元
に
新
た
な
位
牌
堂
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

安
置
さ
れ
て
い
る
各
家
の
位
牌

に
は
、
亡
き
方
の
戒
名
や
略
歴
・

そ
の
家
の
成
り
立
ち
や
人
と
な
り

な
ど
が
遺
族
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

正定寺の歴史探究
過去帳と位牌堂
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命日 当時の施主 故人 地区 年忌

平成21年に迎える故人の年忌追善法要のご命日

平成２１年に年忌を迎えるご先祖さまです。法要の期日は早めにお知らせください。

１回忌：平成２０年　３回忌：平成１９年　 ７回忌：平成１５年　１３回忌：平成９年

１７回忌：平成５年　２５回忌：昭和６０年　３３回忌：昭和５２年　５０回忌：昭和３５年

命日 当時の施主 故人 地区 年忌
1月  3日 三宮　昌代 泰　雄 竹の下 33回忌

1月  4日 安藤　兼喜 サダ子 東海市 17回忌

1月  5日 小田　半男 雅　敬 上の地 13回忌

1月  6日 飛河　清水 安　義 間 7回忌

1月  7日 山畑　　実 徹 岸の上 1回忌

1月11日 森神　喜伴 令　子 大阪市 3回忌

1月14日 鳴海幸太郎 ヨ　サ 尾　浦 25回忌

1月14日 吉田慶二郎 時　蔵 田　尻 50回忌

1月17日 川野　　剛 シヅ子 堂　師 1回忌

1月17日 大津　繁夫 豊 延岡市 25回忌

1月18日 泥谷　　謹 清　子 17回忌

1月19日 柳井　百人 主　税 市屋敷 1回忌

1月19日 仲宮　哲男 秀　子 稲　垣 50回忌

1月20日 安藤　美喜 シマ子 立　長 17回忌

1月24日 簀戸　猪文 貴野枝 岸の上 3回忌

1月24日 小野マキ子 セ　キ 内　水 33回忌

1月25日 鳴海辰之助 香　織 尾　浦 7回忌

1月28日 小野　邦彦 デ　ン 内　水 7回忌

1月29日 後藤　孝行 キ　ヌ 立　長 13回忌

1月31日 郷原健一郎 幹　夫 八尾市 13回忌

1月31日 染矢　　司 フミ子 柚の原 33回忌

2月  1日 戸高　寿生 宣　子 岸の上 13回忌

2月  1日 戸高　　保 新　一 内　水 25回忌

2月  3日 井上　真澄 肇 池　船 33回忌

2月  5日 御手洗利美 康　夫 野岡町 1回忌

2月  5日 小野　常喜 松　子 久留須 13回忌

2月  6日 簀戸　猪文 武 岸の上 3回忌

2月  6日 飛田　幸平 勝　美 水　口 17回忌

2月  7日 長友　秀勝 明 女　島 7回忌

2月15日 谷崎　博文 義　雄 園 13回忌

2月17日 管　　康子 行　雄 海　崎 13回忌

2月18日 廣瀬　駒男 理　一 立　長 17回忌

2月21日 鳴海　昭子 定　男 尾　浦 13回忌

2月23日 荒牧　忠義 フジ子 横浜市 7回忌

2月24日 渡辺　嘉雄 キミヱ 倉敷市 1回忌

2月25日 鉄山　昌美 フジヱ 柚の原 7回忌

2月26日 御手洗晴視 マサヱ 細川内 3回忌

2月27日 小野　正行 レ　イ 椛ケ原 25回忌

2月28日 後藤　武視 辰　巳 立　長 1回忌

2月28日 櫻井　淳一 豊 大分市 3回忌

2月28日 鳴海　隆子 安五郎 尾　浦 33回忌

3月  2日 山内　正明 松　夫 吹　原 50回忌

3月  4日 御手洗晴視 勝　太 細川内 17回忌

3月  7日 甲斐　岩夫 シ　ゲ 稲　垣 25回忌

3月12日 原　　豊喜 六　男 岸の上 17回忌

3月13日 平井　正和 正 神　内 7回忌

3月14日 河野　　林 逸 江河内 13回忌

3月17日 甲斐　昭郎 夏　夫 練　馬 25回忌

3月19日 安藤　昭彦 チ　ズ 大分市 13回忌

3月21日 柳井　正視 角　治 中　道 33回忌

3月24日 松井　文生 ケサ子 岸の上 25回忌

3月30日 林　　二郎 政　子 柚の原 13回忌

3月30日 小野　房子 貴一郎 内　水 25回忌

4月  1日 染矢　一也 重　信 柚の原 3回忌

4月  1日 井上　哲人 セ　イ 田　尻 50回忌

4月  2日 甲斐マツ代 操 神の原 17回忌

4月  9日 元田平八郎 ト　キ 海　崎 1回忌

4月10日 簀戸　　展 サツエ 岸の上 3回忌

4月22日 羽明　忠義 信　俊 堂　師 17回忌

4月24日 飛田　和正 啓二郎 杭の内 33回忌

4月29日 鳴海　由久 誠 尾　浦 3回忌

5月  6日 岡部　信一 悟 豊　中 7回忌

5月  7日 工藤　哲生 けい子 下　城 3回忌

5月10日 久保田成太 新 大　鶴 1回忌

5月12日 柳井　則幸 忠　臣 市屋敷 17回忌

5月13日 鳴海　瑩子 久　幸 野岡町 7回忌

5月13日 星野　勝人 サカヱ 久留須 13回忌

5月16日 高橋　忠男 スミヱ 立　長 13回忌

5月16日 戸高　寿生 長生 岸の上 33回忌

5月25日 久保　田誠 ミサヲ 大　鶴 13回忌
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9月14日 久保田和久 與 大　鶴 17回忌

9月16日 小田木智通 フミ子 細川内 1回忌

9月16日 工藤　　矢 常　佑 下　城 50回忌

9月21日 工藤　正幾 ケ　イ 下　城 50回忌

9月28日 長田加代子 ヨシコ 明野南 17回忌

9月29日 鳴海雄二郎 辰之助 尾　浦 3回忌

10月  7日 矢野　俊行 晴　雄 中　道 1回忌

10月11日 御手洗沢吉 伊　吉 椛ケ原 25回忌

10月15日 三浦　義男 フ　ミ 大　鶴 13回忌

10月15日 曽根田　光 タマ子 高　江 17回忌

10月17日 御手洗佐一 タマ子 椛ケ原 3回忌

10月20日 吉内　達也 武 江河内 1回忌

10月25日 川野　　剛 眞治郎 堂　師 7回忌

10月26日 川野ツル子 香 大　鶴 50回忌

11月  1日 染矢　順一 篤 神　栗 13回忌

11月  5日 吉田　麗子 直　幸 園 13回忌

11月  6日 櫻井　　孝 キ　ク 岸の上 17回忌

11月10日 羽明　忠義 正　香 堂　師 13回忌

11月13日 山本　源義 源　作 尾　浦 25回忌

11月14日 簀戸　猪文 テル子 岸の上 1回忌

11月18日 安藤　征一 露　子 久留須 13回忌

11月18日 矢野　喜一 ラ　ク 城南町 17回忌

11月22日 竹下　　正 シ　マ 竹の下 25回忌

11月24日 飛田　　郁 正　巳 杭の内 13回忌

11月25日 立箱　光夫 小夜子 神　内 17回忌

11月26日 河野　　逸 カ　ツ 江河内 25回忌

12月  4日 染矢　朝子 薫 立　長 25回忌

12月  4日 三根　千鶴 林  礼子 佐　伯 1回忌

12月11日 佐竹　百人 カ　メ 竹の下 33回忌

12月12日 原　　豊喜 フミ子 岸の上 3回忌

12月16日 志賀　幸雄 キ　ヌ 柚の原 25回忌

12月17日 小戸タマヱ 成　夫 宇　目 7回忌

12月22日 橋本　弘重 ツ　イ 上の地 33回忌

12月25日 五十川正人 岩　喜 横　川 13回忌

12月25日 飛田　芳雄 ウサエ 杭の内 25回忌

12月31日 吉田　昌子 弘 長　良 17回忌

命日 当時の施主 故人 地区 年忌 命日 当時の施主 故人 地区 年忌
5月26日 平井　清源 すみ 大　鶴 25回忌

5月27日 簀戸　功吉 敏　子 久留須 1回忌

5月28日 林　　美春 二　郎 柚の原 7回忌

6月  2日 佐脇　廣栄 茂　夫 杭の内 7回忌

6月  6日 簀戸　精一 チヨノ 中津留 33回忌

6月  7日 佐山　長利 シ　ゲ 宇　目 33回忌

6月  8日 山口　直哉 義　一 柚の原 13回忌

6月  9日 川野　貴重 貴　一 野の内 33回忌

6月20日 守永　晃男 親　行 王子丸 7回忌

6月21日 後藤　武士 太　蔵 立　長 50回忌

6月22日 柳井　邦宏 美代子 大分市 3回忌

6月22日 廣瀬　利明 末　義 立　長 25回忌

6月24日 武田　逸雄 チエミ 大分市 33回忌

6月25日 小野　永生 シュン 江河内 7回忌

6月26日 河野　　宏 ト　ミ 延岡市 3回忌

6月27日 立箱　　功 唯　義 立　長 17回忌

6月29日 簀戸　精一 種　夫 中津留 25回忌

6月30日 後藤　武士 カ　子 立　長 25回忌

7月  2日 冨高　和夫 ユキノ 尾　浦 13回忌　

7月  9日 渡邊　靖子 幸　則 中　山 3回忌

7月11日 甲斐　　操 功 神の原 33回忌

7月13日 甲斐　辰巳 喜久恵 江河内 1回忌

7月15日 飛田　文男 タケ子 杭の内 13回忌

7月17日 染矢　定夫 徳　夫 柚の原 50回忌

7月19日 佐竹　信幸 百　人 竹の下 17回忌

7月25日 鳴海吉三郎 九　一 尾　浦 33回忌

7月28日 吉良山由美 重　士 弥　生 1回忌

7月28日 御手洗　孝 フキエ 常磐南 13回忌

7月29日 櫻井　有一 スギ子 岸の上 25回忌

8月  1日 園田和可子 ツヤ子 上の地 1回忌

8月  3日 竹中サツキ 一生 竹の下 33回忌

8月  5日 植田　純市 加津美 上の地 3回忌

8月  7日 武田　敏秋 義　美 栗　林 13回忌

8月  8日 染矢　和陽 國　喜 鶴岡町 7回忌

8月14日 森下　　満 シゲ子 栗　林 50回忌

8月15日 山田　桂子 タマコ 尾　浦 1回忌

8月17日 櫻井　　幸 ヨシエ 岸の上 50回忌

8月18日 廣瀬　謙治 駒　男 立　長 3回忌

8月22日 大村　政夫 政　蔵 竹の下 50回忌

8月24日 御手洗利美 シズヱ 野岡町 1回忌

8月30日 吉田　直幸 サツキ 園 13回忌

8月31日 簀戸　春生 イ　シ 岸の上 7回忌

9月  2日 鳴海幸太郎 久　松 尾　浦 50回忌

9月  3日 三浦　　弘 徳　蔵 大　鶴 50回忌

9月10日 高須賀博志 芳　包 千　葉 1回忌

9月12日 山田　桂子 箴 尾　浦 7回忌
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総
代
改
選
の
お
知
ら
せ

平
成
十
五
年
か
ら
現
総
代
に
よ
り

正
定
寺
護
持
運
営
が
行
わ
れ
て
参
り

ま
し
た
が
、
二
期
目
（
一
期
三
年
）

が
平
成
二
十
一
年
に
改
選
期
を
迎
え

ま
す
。

任
期
中
に
は
林
一
人
総
代
の
ご
逝

去
や
先
住
職
の
遷
化
、
ま
た
位
牌
堂

改
築
・
倉
庫
の
建
築
な
ど
檀
信
徒
と

共
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

年
明
け
の
大
般
若
会
（
定
例
檀
信

徒
総
会
）
で
新
総
代
の
ご
承
認
と
ご

報
告
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
既
に
、
臨
時
世
話
人
総
会
で

新
総
代
の
ご
推
薦
・
選
出
の
審
議
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）

大
般
若
会
の
ご
案
内

来
る
一
月
二
十
日
（
火
）
午
前
十

一
時
よ
り
大
般
若
会
を
執
り
行
い
ま

す
。
高
齢
者
や
お
体
が
ご
不
自
由
な

皆
さ
ま
の
為
に
、
当
日
は
仁
田
原
公

民
館
前
に
タ
ク
シ
ー
が
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

正
定
寺
へ
の
登
り
降
り
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
横
断
歩
道
の
無
い
場
所
で

の
往
来
は
危
険
で
す
の
で
、
国
道
横

断
時
に
は
必
ず
横
断
歩
道
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

世
話
人

任
期
満
了
に
つ
い
て

地
区
世
話
人
さ
ま
の
中
で
今
年

度
に
任
期
（
一
期
三
年
）
を
迎
え

る
方
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
お
世
話
を
頂
き
、
新

世
話
人
さ
ま
は
同
年
四
月
一
日
よ

り
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
の
定
例
世
話

人
総
会
は
新
世
話
人
さ
ま
臨
席
に

よ
り
六
月
に
行
い
ま
す
の
で
、
世

話
人
交
代
の
地
区
は
新
世
話
人
さ

ま
の
名
簿
を
三
月
ま
で
に
正
定
寺

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
地
区
檀
徒
数
に
よ
っ
て
任
期

が
違
う
地
区
が
あ
り
ま
す
）

ま
た
、
世
話
人
さ
ま
の
選
出
に

お
い
て
、
現
在
「
総
代
・
花
園
会

役
員
」
で
お
世
話
を
頂
い
て
い
ま

す
檀
信
徒
は
除
外
し
て
ご
選
出
く

だ
さ
い
。

護
持
金
入
金
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
十
月
よ
り
、
地
区

世
話
人
さ
ま
に
よ
っ
て
お
世
話
を

頂
く
護
持
金
が
郵
便
局
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

の
利
用
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
直
川
外
（
村
外
扱
い
な
ど
）

の
皆
さ
ま
は
例
年
通
り
の
郵
便
振

り
込
み
（
一
括
）
で
す
。

※
送
付
し
て
い
ま
す
「
払
込
取
扱

表
」
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

徒と

弟て
い

の
掛か

搭と
う

当
山
の
徒
弟
で
あ
る
南
陽

な
ん
よ
う

（
僧

名
）
が
正
定
寺
歴
代
和
尚
の
拝
塔

を
終
え
て
、
九
月
二
十
七
日
、
京

都
相
国
寺
専
門
道
場
へ
修
行
の
た

め
上
洛
い
た
し
ま
し
た
。

僧
名
で
あ
る
「
南
陽
」
と
い
う

名
は
、
先
住
職
の
豊
嶽
義
弘
和
尚

が
生
前
に
命
名
し
て
授
け
た
も
の

で
す
。

今
年
の
お
盆
に
は
、
剃
髪
し
て

各
檀
家
さ
ん
の
ご
先
祖
へ
住
職

共
々
お
参
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。今

後
、
数
年
は
京
都
で
修
行
し

て
専
門
道
場
の
都
合
に
も
よ
り
ま

す
が
年
二
回
の
暫ざ

ん

暇か

（
帰
省
）
に

は
正
定
寺
の
法
要
に
も
僧
侶
と
し

て
お
参
り
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

花
園
会
女
性
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

九
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た

「
秋
彼
岸
山
門
大
施
餓
鬼
」
に
伴

っ
て
女
性
部
よ
り
「
直
川
苑
」
に

タ
オ
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
花
園

会
女
性
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
ご
本
山
妙
心
寺
の
【
お
か
げ
さ

ま
運
動
】
の
一
環
と
し
て
、
県
下

老
人
施
設
へ
の
訪
問
や
直
川
苑
へ

の
「
梅
干
し
」
提
供
な
ど
十
五
年

以
上
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
訪
問
は
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
活
動
で
、
女
性
部
会
員
七
十

名
か
ら
集
め
ら
れ
た
「
タ
オ
ル
」

を
花
園
会
女
性
部
役
員
が
施
設
入

居
者
へ
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。
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「
ス
ズ
メ
バ
チ
」
が
境
内
を
飛

び
回
り
、
山
門
で
梵
鐘
を
撞
く
と

音
に
反
応
し
て
か
か
っ
て
く
る
。

境
内
墓
地
に
は
、
お
供
え
し
た

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
群
が
っ
て
参
拝

者
に
襲
い
か
か
る
。

実
に
や
っ
か
い
な
も
の
で
す
。

巣
を
見
つ
け
た
の
だ
が
、
高
く

て
容
易
に
退
治
出
来
な
い
。

結
局
、
専
門
家
に
来
て
も
ら
っ

て
一
網
打
尽
に
し
た
。

《
正
定
寺
花
園
会
役
員
名
簿
》

花
園
会
会
長（
檀
徒
総
代
）

柳
井
　
道
則

花
園
会
役
員（
檀
徒
総
代
）

小
野
　
永
生

花
園
会
役
員（
檀
徒
総
代
）

柳
井
　
孝
義

花
園
会
役
員（
檀
徒
総
代
）

甲
斐
　
照
光

花
園
会
会
計
・
事
務
局

村
西
　
栄
二

花
園
会
女
性
部
部
長（
第
二
部
女
性
部
副
部
長
）

矢
野
　
侃
可

花
園
会
女
性
部
副
部
長

竹
下
　
好
子

花
園
会
女
性
部
副
部
長

安
藤
リ
ヨ
子

花
園
会
女
性
部
会
計
・
事
務
局

川
野
久
美
子

花
園
会
青
壮
年
部
長

小
田
木
聖
孝

《
正
定
寺
花
園
会
地
区
世
話
人
名
簿
》

内
水
地
区

戸
高
　
浅
生

椛
杭
地
区
　
御
手
洗
　
哲

岸
の
上
地
区

櫻
井
　
　
孝

上
の
地
地
区
　
小
野
美
智
治

細
川
内
地
区

長
田
小
太
郎

柚
の
原
地
区
　
岡
田
　
喜
敏

黒
岩
地
区

小
野
　
　
力

大
鶴
地
区
　
久
保
田
キ
ヨ
エ

羽
木
蜷
地
区

大
竹
　
良
一

神
の
原
地
区
　
鴨
尾
　
利
夫

神
栗
地
区

平
井
　
均
和

市
屋
敷
地
区
　
柳
井
　
則
幸

堂
師
地
区

阿
部
　
英
治

野
の
内
地
区
　
川
野
　
貴
重

立
長
地
区

安
藤
　
美
喜

中
道
地
区
　
安
藤
　
健
辞

吹
原
地
区

高
橋
　
慶
太

久
留
須
地
区
　
大
司
　
八
郎

竹
園
地
区

吉
田
　
禮
子

間
庭
・
中
津
留
地
区

簀
戸
　
精
一

江
河
内
地
区

甲
斐
　
典
昭

尾
浦
地
区
　
木
下
保
治
郎

佐
伯
地
区

仲
宮
　
哲
男

花
園
会
会
計
監
査
委
員

御
手
洗
　
　
　
哲

花
園
会
会
計
監
査
委
員

阿
　
部
　
英
　
治

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

久
保
田
　
キ
ヨ
エ

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

小
　
野
　
明
　
美
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檀
信
徒
が
書
き
記
す
戒
名

水
塔
婆
に
書
き
写
さ
れ
た
戒
名

九
月
二
十
二
日
に
毎
年
行
わ
れ

る
「
秋
の
彼
岸
」
で
供
養
数
六
百

霊
・
特
別
供
養
十
家
の
法
要
が
十

名
の
和
尚
さ
ま
を
迎
え
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
堂
に
は
五
色
で
荘
厳
さ
れ
た

山
門
施
餓
鬼
法
要
に
百
名
を
超
え

る
檀
信
徒
が
お
参
り
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
、
山
門
施
餓
鬼
は
一
霊
の

戒
名
を
三
度
書
い
て
法
要
中
に
読

み
上
げ
ま
す
。

一
度
目
は
檀
信
徒
が
仏
壇
の
位

牌
か
ら
戒
名
を
「
山
門
施
餓
鬼
供

養
袋
」
に
記
し
ま
す
。

二
度
目
は
供
養
さ
れ
た
戒
名
を

水
塔
婆
（
経
木
塔
婆
）
に
書
き
ま

す
。三

度
目
は
法
要
中
に
読
み
上
げ

る
為
の
戒
名
を
書
き
出
し
ま
す
。

亡
き
人
の
戒
名
が
人
の
手
に
よ

っ
て
三
度
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
三
年
前
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
女
性
部
に
よ
る
こ
の
法

要
は
、
亡
き
最
愛
の
人
へ
菩
提
追

善
の
思
い
を
届
け
、
幾
度
も
幾
度

も
呼
び
か
け
手
を
合
わ
せ
る
皆
さ

ん
と
同
じ
よ
う
に
何
度
も
戒
名
を

書
き
写
す
法
要
で
す
。

（
今
年
か
ら
、
県
外
の
皆
さ
ま

に
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
）。

No. 地区名 檀家数 供養檀徒数 供養霊位数

1 内　水 9 8 1 7

2 椛　杭 1 8 1 5 3 1

3 岸の上 1 9 1 9 3 1

4 上の地 1 6 1 1 1 7

5 細川内 1 0 7 1 5

6 柚の原 1 4 1 0 2 2

7 黒　岩 5 5 1 1

8 大　鶴 1 9 1 9 3 4

9 羽木蜷 4 2 4

1 0 横　川 3 3 7

1 1 神の原 9 7 1 1

1 2 神　栗 1 7 1 6 3 1

1 3 市屋敷 1 0 9 1 6

1 4 堂　師 1 4 1 4 2 8

1 5 野の内 5 5 1 3

1 6 立　長 1 2 1 2 2 5

1 7 中　道 1 1 1 1 2 1

1 8 吹　原 6 5 1 1

1 9 久留須 2 1 2 1 4 4

2 0 川　又 4 4 1 0

2 1 竹の下 1 1 9 2 5

2 2 間　庭 8 8 1 0

2 3 江河内 1 2 8 1 6

2 4 尾　浦 2 0 1 6 3 6

2 5 村　外 1 2 2 5 9 1 1 4

法
要
中
に
唱
え
ら
れ
る
戒
名
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「
檀
家
之
霊
」
の
供
養
膳

参
拝
者

施
餓
鬼
棚
に
供
え
ら
れ
た
餓
鬼
飯

参
拝
者

戒
名
を
読
み
上
げ
る
梅
南
寺
和
尚
さ
ま

水
向
け
す
る
和
尚
さ
ま

龍
護
寺
和
尚
さ
ま
・
瑞
祥
寺
和
尚
さ
ま

回
向
す
る
長
昌
寺
和
尚
さ
ま

秋彼岸山門大施餓鬼
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こ
の
権
門
駕
籠
は
江
戸
期
に
造

ら
れ
た
も
の
で
、
鶴
谷
城
（
藩
主

毛
利
公
）
へ
の
登
城
や
寺
院
の
行

事
、
ま
た
篤
志
檀
家
の
葬
儀
な
ど

に
使
用
さ
れ
た
道
中
駕
籠
で
す
。

両
側
面
に
は
正
定
寺
の
定
紋
で

あ
る
「
鞠
鋏
み
に
左
り
三
つ
巴
」

と
「
五
三
の
桐
」
の
表
紋
の
二
つ

の
紋
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
紋

は
、
駕
籠
が
正
定
寺
住
職
の
お
駕

籠
で
在
る
と
人
目
で
特
定
出
来
る

よ
う
に
造
ら
れ
た
貴
重
な
も
の

で
、
当
時
の
正
定
寺
と
寺
院
の
寺

格
を
示
す
上
で
重
要
な
文
化
財
と

な
り
ま
す
。

一
般
の
家
紋
は
一
つ
で
す
が
直
川

で
も
平
井
家
（
藩
医
）
な
ど
二
つ

の
紋
を
使
用
し
て
い
る
旧
家
も
在

り
ま
す
。
表
紋
の
「
五
三
の
桐
」

は
代
表
紋
な
の
か
、
あ
る
い
は
略

式
紋
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
か

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
駕
籠
を
最
後
に
使
用
し
た

の
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

七
月
の
林
宇
三
郎
氏
の
葬
儀
で
當

山
第
二
十
一
世
千
厳
和
尚
が
道
中

に
使
用
し
た
の
が
最
後
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
も
篤
志

者
の
葬
儀
へ
出
向
い
た
話
も
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

駕
籠
で
出
向
く
葬
儀
を
「
お
駕

籠
招
待
」
と
か
「
お
駕
籠
あ
つ
ら

え
」
な
ど
と
言
っ
て
昔
の
人
は

「
う
ち
の
先
祖
は
、
駕
籠
招
待

し
ょ
う
だ
いを

し
た
」
と
か
「
先
祖
が
駕
籠
を
あ

つ
ら
え
た
」
な
ど
と
信
仰
心
の
篤

さ
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
ま
し

た
。現

存
す
る
最
古
の
寄
附
帳
で
あ

る
第
十
三
世
透
隣
和
尚
が
記
し
た

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
祠
堂

日
誌
の
中
に
「
地
蔵
菩
薩
像
」
を

寄
進
し
た
佐
藤
与
三
兵
衛
を
初

め
、
小
屋
敷
茶
畑
を
寄
進
し
た
小

野
六
右
衛
門
な
ど
現
在
の
正
定
寺

宝
物
や
什
物
な
ど
が
細
か
く
記
さ

れ
て
い
る
書
物
も
あ
り
ま
す
が
、

文
化
・
嘉
永
・
明
治
時
代
の
各
歴

代
和
尚
が
残
し
た
寄
附
帳
に
も
、

駕
籠
の
由
来
を
知
り
得
る
記
載
が

あ
り
ま
せ
ん
。

本
堂
の
天
井
に
つ
ら
れ
約
八
十

年
間
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
駕
籠

も
老
朽
化
し
た
の
で
、
檀
信
徒
の

発
願
と
篤
志
者
の
ご
信
援
で
修
理

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

駕
籠
の
正
面
に
あ
る
菊
の
ご
紋

の
裏
板
か
ら
「
万
延
元
年
七
月

云
々
（
一
八
六
〇
」
と
な
ぶ
り
書

き
さ
れ
た
）
も
の
が
あ
ら
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
年
に
造
ら
れ
た
の

か
、
或
い
は
修
理
さ
れ
た
の
か
は

判
り
ま
せ
ん
。

十
六
弁
の
菊
紋
は
、
正
定
寺
で

は
「
大
般
若
理
趣
分
経
」
や
「
御

綸
旨
」
に
も
同
じ
く
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
外
装
仕
様
】

一
、
本
体
黒
漆
塗
り
、
蝶
番
金
具

銅
・
真
鍮
仕
上
げ

二
、
菊
の
御
紋
（
前
後
十
六
弁
八

重
菊
・
周
囲
六
十
四
弁
）

三
、
天
井
跳
ね
上
げ
絡
繰
り
片
開

き

四
、
扉
左
右
両
面
引
き
戸
開
き

五
、
簾
（
す
だ
れ
）
正
面
左
右
三

方
巻
上
開
き

六
、
轅
（
な
が
え
）
吊
り
金
具
天

板
に
二
カ
所

【
内
装
仕
様
】

一
、
座
席
（
畳
半
帖
一
名
乗
り
）

二
、
窓
（
正
面
上
・
両
横
左
右
障

子
開
き
二
筋
）

三
、
座
布
（
左
右
肘
掛
け
・
背
部

あ
て
）

四
、
前
机
（
跳
ね
上
げ
式
・
損
壊
）

【
寸
法
仕
様
】

一
、
轅
（
な
が
え
・
担
ぎ
棒
）
全

長
四
二
四
、
二
セ
ン
チ
（
一

四
尺
）

二
、
駕
籠
（
か
ご
）
全
長
一
二
〇
、

〇
セ
ン
チ
（
三
尺
九
寸
六
分
）

全
幅
七
三
、
八
セ
ン
チ
（
二

尺
四
寸
四
分
）
全
高
屋
根
部

ま
で
八
八
、
〇
セ
ン
チ
（
二

尺
九
寸
）
全
高
轅
部
ま
で
一

〇
二
、
五
セ
ン
チ
（
三
尺
三

寸
八
分
）

三
、
人
力
担
ぎ
手
前
後
二
名
（
計

四
人
仕
様
）

正
定
寺
権け

ん

門も
ん

駕か

籠ご

修理された権門駕籠

こちらは道具駕籠
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修理後の正面

▼ 修理前の正面

▲ 修理前のかご ▲ 修理後のかご

修理前 修理後

▲ 修理前の室内

修理後の室内
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１２
月
５
日
よ
り
２
泊
３
日
の

日
程
で
「
開
山
６
５
０
年
遠
諱

法
要
記
念
花
園
会
全
国
大
会
」

に
佐
伯
市
各
寺
院
の
役
員

２０
名

の
方
々
と
共
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

５
日
に
大
分
港
よ
り
２
月
に

竣
工
し
た
新
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

フ
ェ
リ
ー
で
出
発
し
て
快
適
な

船
旅
を
満
喫
。
６
日
早
朝
神
戸

港
に
着
き
一
路
京
都
へ
向
か
い

ま
し
た
。

最
初
の
参
拝
は
、
妙
心
寺
と

同
じ
禅
寺
の
金
閣
寺
へ
、
下
漆

に
金
箔
の
き
ら
び
や
か
な
２

層
・
３
層
の
建
物
や
水
面
に
反

射
し
て
映
る
金
閣
寺
池
な
ど
庭

園
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
紅
葉
は
す

ぎ
て
い
ま
し
た
が
落
葉
も
絵
に

な
る
光
景
で
し
た
。

そ
の
後
は
都
路
を
走
り
会
場

の
国
立
京
都
国
際
会
館
へ
、「
京

都
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
催
さ
れ
た

会
場
は
１
７
０
０
人
が
一
同
に

食
事
が
で
き
る
ほ
ど
で
そ
の
大

き
な
会
館
に
は
お
ど
ろ
か
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
１
部
の
行
事
で
は
、
開

山
遠
忌
法
要
が
行
わ
れ
管
長
さ

ま
の
ご
挨
拶
や
記
念
式
典
表
彰

式
と
続
き
、
２
部
で
は
京
都
出

身
の
「
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
ス
」

の
太
鼓
演
奏
に
「
西
川
き
よ
し

氏
の
講
演
」
最
後
に
「
千
本
え

ん
ま
堂
」
の
狂
言
で
無
相
大
師

（
慧
玄
和
尚
）
が
妙
心
寺
を
開
く

前
の
物
語
が
演
じ
ら
れ
、
大
変

お
も
し
ろ
く
見
物
で
き
ま
し
た
。

７
日
は
、
寒
い
朝
で
し
た
が

二
条
城
の
見
学
を
し
て
、
大
本

山
妙
心
寺
に
お
参
り
し
ま
し
た
。

広
大
な
山
内
に

４６
の
塔
頭
寺
院

が
点
在
し
、
日
本
最
大
禅
寺
に

ふ
さ
わ
し
い
偉
容
を
ほ
こ
り
多

く
の
重
要
文
化
財
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
文
化
財
の
絵
は
狩
野

派
で
京
狩
野
派
・
江
戸
狩
野
派

と
有
り
ま
す
が
、
妙
心
寺
は
京

狩
野
派
の
公
家
風
を
お
お
く
用

い
て
い
る
と
聞
き
し
み
じ
み
と

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
最
後
の
紅
葉
狩
を

楽
し
も
う
と
す
る
大
勢
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
嵐
山
を
散
策
し

ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
３
日
間
で

し
た
が
、
私
達
の
よ
り
所
で
あ

る
妙
心
寺
の
拝
観
時
間
が
思
う

よ
う
に
と
れ
な
か
っ
た
の
が
心

の
こ
り
で
し
た
が
、
も
う
一
度

機
会
が
あ
れ
ば
ゆ
っ
く
り
お
参

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年

１０
月
に
は
開
山
無
相
大

師
６
５
０
年
遠
忌
法
要
で
檀
信

徒
参
拝
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
参
り
を
お
勧
め
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
ご
本

山
妙
心
寺
へ
の
お
参
り
は
感
動

の
連
続
で
し
た
。

合
　
掌

正
定
寺
総
代
　
柳
井
道
則

開
山
６
５
０
年
遠
諱
法
要
記
念
花
園
会

全
国
大
会
に
参
加
し
て

金閣寺をバックに矢野女性部長さんとのスナップ 妙心寺の開山堂前

妙
心
寺
の
法
堂
と
山
門




